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令和３年10月28日会議概要

第１ 日時

令和３年10月28日（木）午前９時10分から午後１時35分までの間

第２ 出席者

森委員長、平林委員、長谷委員、森田委員、増田委員

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、警察学校長、京都市警察部長、情報通信部長等

《書記 公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》

第３ 議事の概要

１ 委員報告

令和３年度京都府警察拳銃射撃競技大会視察（10月22日）

委員から 10月22日 京都府警察射撃場において開催された令和３年度京都府警察拳銃射、「 、

撃競技大会に出席した。開会式の後、本部長の案内により、会場内も視察した。標的の弾痕

をシールで修正するのを確認したが、アイデア商品だと感心した。コストもかからないと思

うので、こういった物を装備資機材改善コンクールなどで扱えば良いと感じた。引き続き、

射撃競技大会等を通じて訓練に励んでもらい 府民の安全・安心に繋げてほしい 旨の報告、 。」

があった。

２ 議題

(1) 令和３年秋の組織体制整備の概要について

警務部長から、令和３年秋の組織体制整備の概要について報告があった。

(2) 警察職員の定員に関する規則及び京都府警察本部等組織規則の一部改正について

警務部長から、令和３年秋の組織体制整備に伴い、組織ごとの定員を規定する警察職員

の定員に関する規則等を一部改正することについて説明があり、審議の上、決定した。

(3) 犯罪被害者等給付金支給裁定の審査請求に対する弁明について

警務部長から、犯罪被害者等給付金の不支給裁定を受けた者から、原処分を不服として

国家公安委員会に対し審査請求書が提出されたことに伴い、これに対する弁明書の内容等

について説明があり、審議の上、決定した。

(4) 令和３年度（第56回）京都府警察拳銃射撃競技大会の開催結果について

警務部長から 令和３年10月22日 京都府警察射撃場において開催された令和３年度 第、 、 （

56回）京都府警察拳銃射撃競技大会の開催結果について報告があった。

委員から 「今回の出場選手の成績は、例年と比べるとどうであったか 」旨の質問があ、 。

り 警務部長から 特筆すべき点として 個人成績の元拳銃特練生の部において 初めて、 、「 、 、

女性警察官が第１位となった 」旨の回答があった。。

(5) 近畿管区内優秀警察職員表彰等の受賞者の決定について

警務部長から、長期にわたり職務に精励し、多くの功労を挙げるなどした管区内に勤務
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する警察官等に対して表彰する「令和３年度近畿管区内優秀警察職員表彰 「第 135回近」、

畿の警察官賞」の受賞者がそれぞれ決定したことについて報告があった。

委員から 「受賞は、非常におめでたい 」旨の発言があった。、 。

(6) 児童相談所との児童虐待対応訓練の実施について

生活安全部長から、京都府の児童相談所が実施する立入調査、臨検・捜索、一時保護の

対応訓練に警察がアドバイザーとして参加することにより、児童相談所との更なる連携強

化を図ることについて報告があった。

、「 、 。委員から 全国でも繰り返し 警察と児童相談所の連携の問題について言及されている

児童相談所も、専門職が少ないので、適切な対応が取れないなどの問題もあると思われる

が、この訓練により、リーダー的立場となれる方が増えればと思う。この種事案は災害現

場等と同様に想定外のことも起こり、また、学校や保育所との連携も必要と思われるが、

有意義な訓練とされたい 」旨の発言があった。。

他の委員から 最近 大阪でも痛ましい事件があったが この種事案は いかに親と子、「 、 、 、

供を切り離す判断ができるかというところであるので、訓練により、その決断ができるよ

う指導願いたい 」旨の発言があり、生活安全部長から 「この種事案は、児童相談所の職。 、

員が毅然とした態度で対応できるかが重要であるが、他方で、職員の中には、事案がどう

いう方向に発展していくかという危機感が欠如している部分があり、強く踏み込めないと

。 、 。」 。いう現状もある そうした点を踏まえながら 有意義な訓練としたい 旨の回答があった

他の委員から 迫真性のある訓練が重要と考えるが この訓練はどのような想定でなさ、「 、

れたのか 」旨の質問があり、生活安全部長から 「警察官でも怯むような、厳しい現場を。 、

想定した訓練としている 」旨の回答があった。。

(7) 第38回京都府警察現場鑑識競技会の開催について

刑事部長から、令和３年11月11日、京都府警察学校において、第38回京都府警察現場鑑

識競技会を開催することについて報告があった。

委員から 「出場される方は、日頃の訓練の成果を遺憾なく発揮してもらいたい 」旨の、 。

発言があった。

(8) 令和３年度「暴力追放功労表彰式」の開催について

刑事部長から、令和３年11月12日、京都ガーデンパレスにおいて、令和３年度「暴力追

放功労表彰式」を開催することについて報告があった。

(9) 京都市及び（一社）日本フードデリバリーサービス協会との交通安全に関する連携協定

について

交通部長から、令和３年11月15日、京都市及び一般社団法人日本フードデリバリーサー

ビス協会と「フードデリバリーサービスを提供する自転車配達員に係る交通安全に関する

連携協定」を締結することについて報告があった。

委員から 「自転車配達員が関係する事故は、増加しているのか 」旨の質問があり、交、 。

通部長から 配達員に限定して交通事故の統計を取っていないため 具体的な数値は算出、「 、

していないが、特に増加しているという印象はない 」旨の発言があった。。

他の委員から 「この連携協定が、実効性のあるものになるよう、お願いしたい 」旨の、 。

発言があった。

(10) 公安条例の許可状況について（９月申請分）
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警備部長から、令和３年９月中に申請が許可された「集会、集団行進及び集団示威運動

に関する条例」に基づく、集会、デモの状況について報告があった。

(11) 追加報告

令和４年京都府警察年頭視閲式の来賓について

総務部長から、前回定例会での報告時に委員から質問のあった、令和４年京都府警察年

頭視閲式の来賓に警察署協議会の会長を招待する件について、改めて検討した結果、会場

の制約等の観点から、今回は断念することについて報告があった。

(12) 公安委員からの追加発言

、「 、委員から 警察学校で未成年の学生を飲酒や喫煙で謹慎処分したとの報道があったが

当府警の警察学校の規則は、どのような状況か 」旨の質問があり、警察学校長から 「当。 、

、 、 。 、 、校では 原則 校内における飲酒・喫煙は禁止としている 特に 緊急事態宣言期間中は

、 、 、 、 。外出は 土曜日 日曜日に 伏見区内限定などとし 外出時の飲食や飲酒も禁止していた

煙草については、校内では教官が保管することにしている。また、寮生活では、寮監とい

う学生の寮生活を指導する教官を配置し、寮内の巡回、物品の検査等をしている。現在の

ところ、当校において、委員が懸念される兆しはない 」旨の回答があった。。

他の委員から 今の若い学生には厳しい規則となるが 不祥事のないよう 指導願いた、「 、 、

い 」旨の発言があった。。

(13) 監察案件２件

首席監察官から、監察案件２件について報告があった。

３ 個別報告

(1) 業務目標の報告

本部長から、令和３年度（下期）人事評価記録書の業務目標について報告があった。

(2) 当面の行事予定等について

公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告

があった。

４ 個別決裁

(1) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について（２件）

監察官室訟務官から、運転免許の更新処分を受けた者（２件２人）より、原処分を不服

として審査請求がなされたことに伴い、審査請求の趣旨、理由、原処分の内容等について

説明があり、審議の上、審査請求の棄却を決定した。

公安委員会宛て苦情等申出について（受理１件・処理１件）(2)

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理１件の報

告があり、処理方針を決定した。また、処理１件については、調査結果及び通知案の説明

があり、審議の上、通知内容を決定した。

５ 聴聞

(1) 運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴
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取の結果について説明があり、19件の行政処分を審議した。

(2) 風俗営業関係行政処分について

公安委員会による風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律違反（１件１人）

に対する直接聴聞（当事者欠席）を実施し、審議の上、行政処分を決定した。


